
イギリス・ルネサンス
涙のパヴァーヌ（J.ダウランド／T.モーリー） パッサメッツォ・ガリアード（T.ロビンソン）

ケアリー夫人のダンプ（作者不詳） ロシニョール（作者不詳）

スペインと南米のリズム
カナリオス（G.サンス） 踊りのためのランチャス（マルティネス写本）

ラ・フォリア（A.M.イ・コル） ファンダンゴ（S.ムルシア）

イタリア・バロックの響き
トリオ ハ長調（A.ヴィヴァルディ） そんなふうに思うお馬鹿さん（T.メールラ）　　他

ルネサンスハープ／バロックハープ 　    リュート／バロックギター

つのだたかし プロデュースシリーズ３

ハープとリュート 

弦の響宴
西山まりえ ＊ つのだたかし

#113

※曲目は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

開場 開演18:30 19:00

ムジカーザ
¥7,000
¥4,000

¥3,500
¥2,000

パーティ付 / 終演後
コンサートのみ

2014.11.14.fri



■ 出 演 者 紹 介

2014年11月14日(金) 18:30開場 19:00開演

■ お問い合わせ・チケット申込み

ムジカーザ
tel : 03-5454-0054  fax : 03-5454-0053
mailto : piano@musicasa.co.jp

･三菱東京UFJ銀行  代々木上原支店 [普] 0471778
・ゆうちょ銀行  〇一九(ゼロイチキュウ)店 [当] 0549564
・郵便振替  00160-8-549564

各口座名義 : （有）ムジカーザ

¥7,000
¥4,000

¥3,500
¥2,000

パーティ付 / 終演後
コンサートのみ *全席自由

お名前・電話番号・券種・送付先住所 をご連絡の上、
チケット代金を下記までお振込みください。

* 振込手数料はご負担願います

151-0066 東京都渋谷区西原3-33-1
小田急線・千代田線「代々木上原」東口 徒歩2分

■ アクセス

チェンバロとヒストリカル・ハープ、2種の古楽器を自在に操る希有なプレーヤーとして世界的に知られ、数多

くのコンサートや録音に参加。ルネ・ヤーコプス、ボブ・ヤング、「チーフタンズ」のパディ・モローニ、カルロス・

ヌニェス、山下洋輔など、幅広いジャンルに渡る音楽家との共演は常に多くの反響を呼んでいる。アンサンブル

「アントネッロ」メンバーとしても活躍。 録音では「バッハ インヴェンション&シンフォニア」「バッハ イタリア

協奏曲&フランス風序曲」「スカルラッティ 鍵盤の魔術師」（以上「レコード芸術」誌特選盤）。 「バッハ ゴルト

ベルク変奏曲」「バロック・ハープとの出会い」（同誌準特選盤／朝日新聞推薦盤）。スペイン・エンキリアディス

レーベルの「ファンタシーアの奏法～イベリア半島の鍵盤音楽」はスペイン「リトゥモ」誌の最優秀推薦盤に

選ばれ、「スペイン人よりスペイン人らしく演奏する」（R.マリャビバレーナ）と本国からも絶賛される。中世音楽のスペシャリストとしての

評価も高く、ゴシックハープとオルガネットを奏する「トリスタンの哀歌」は「レコード芸術」誌準特選盤、「ステレオ」特選盤。 第11回山梨

古楽コンクール・チェンバロ部門第1位および栃木[蔵の街]音楽祭賞受賞。「信州アーリー・ミュージック村」芸術監督。日本演奏家連盟、

日本ハープ協会、日本チェンバロ協会、日本イタリア古楽協会会員。

西 山 ま り え   NISHIYAMA,Marie [ルネサンスハープ／バロックハープ]

http://www.dowland.jp/

※ムジカーザコンサートは年６回開催しています。１公演単位のチケット<１回券>のほか、お得な会員券もございます。（11/14以降～個人: 13,000円, ペア: 24,000円, 法人: 要相談 ／パーティ付のみ）

　  今後のムジカーザコンサート
第114回 2014.12.13(土)17時：井上圭子(パイプオルガン), 菊本和昭 (トランペット）
●

つ の だ  た か し   TSUNODA,Takashi [リュート／バロックギター]

ヨーロッパで中世からバロックの長きにわたって愛された弦楽器リュートの演奏家。バロックギター、

19世紀ギターなどをふくむ古典撥弦楽器の独奏のほか、歌曲の伴奏者として歌手から信頼が厚く、

エマ・カークビー、エヴリン・タブ、ロベルタ・マメリ、ルーファス・ミュラー、クラウディオ・カヴィーナ、波多野

睦美、牧野正人ら、内外の多くの名歌手の伴奏を務める。ドイツ国立ケルン音楽大学リュート科卒業。

古楽器バンド《タブラトゥーラ》、聖歌・宗教音楽を演奏する《アンサンブル・エクレジア》を主宰して

国内外で多くのコンサート、録音を行う。また、モンテヴェルディのオペラ「オルフェーオ」、シェイクスピアの舞台「十二夜」（Bunkamura）、

フランス中世の歌物語「オーカッサンとニコレット」（劇団NLT）など舞台作品の音楽、「花よりもなほ」他、映画音楽も手がける。 古楽CD

レーベル『パルドン』をプロデュースして、「リュートつのだたかし」他、ダウランドのリュートソング、イタリアのマドリガルなど、16-17世紀の

声楽作品を中心に多くのCDを発表、「レコード芸術」レコードアカデミー賞、特選盤にも選ばれている。

中世からバロックまで、時代によって形や弦の数が異なるヒストリカルハープを鮮やかに弾きわける
西山まりえ＆つのだたかしのデュオ

中世、ルネサンスとバロックのイギリス、イタリア、スペイン
それぞれの時代や国の音楽を、時を越えて旅するプログラム

300本の弦が響き合う夢の一夜です

http://marienishiyama.com/

Naoya Yamadac 

Yuriko Takagic 
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